
　自然の中で自生する草花を栽培する山野草づく
り。可憐で素朴な姿は、器とのとり合わせ、素材の組
み合わせでいろんな表現ができ、全国に多くの愛好
家がいます。
　「野の草には独特のわびさびがあります。雑草には
雑草の良さがあります。それを自分の手で表現する
ことがとにかくおもしろいです。」と話す岡田さん。
　山野草はいろんな形の鉢や岩などに植えて楽し
みますが、大きなものになると重くて持ち運びに苦
労します。そこで岡田さんは、何か他の物で代用で
きないか考え、発泡スチロールを使って栽培するこ
とを考案されました。電気ゴテやカッター、接着剤
を使いながら成型する作業は、非常に細かいもので
すが出来上がったものは本物とまったく見分けが
つかず、持ち上げてその軽さにびっくり。また、発泡
スチロールは通気性がよく断熱性もあり、草の生育
に適していてよく育つそうです。
　今では、鉢や岩だけでなく、観賞用の器や小さな
箱庭なども制作され、その作品は100点を超えます。

6月には東海
道伝馬館で初
めて作品展を
開催、発泡ス
チロール製の
岩に咲く山野
草や色とりど
りの器の数々

に訪れた人からは驚きの声が上がっていました。
　9月には全国山野草会で、この栽培方法を発表す
る予定だそうです。「自分のやり方が多くの人に伝
わり続いてくれればと思います。そして一人でも多
くの人に山野草の魅力を知ってほしいです。」と岡
田さん。
　この先、発泡スチロール製の岩を使った山野草が
いろんなところで見られるかもしれません。岡田さ
んのますますの活躍に期待です。

発泡スチロールを使った山野草を
考案

スペイン文化を楽しく
学習

～世界まなびじゅく～
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体
験
を
通
し
て
人
権
学
習

が
い
の
あ
る
人
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
と
と

も
に
、
障
が
い
の
あ
る
人
た
ち
や
支
援
す
る
人

た
ち
と
の
交
流
や
就
労
支
援
に
つ
い
て
学
ぶ
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
が
、
６
月
６
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
は
、
人
権
教
育
連
続
セ
ミ

ナ
ー
の
一
つ
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
、
約
40
人
が
参

加
、
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
紫
香
楽
と
信
楽
学
園
を
訪
ね
ま

し
た
。

　

ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
紫
香
楽
は
、
障
が
い
の
あ
る
人
の

授
産
施
設
と
し
て
、
和
紙
の
製
造
販
売
活
動
を
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
こ
で
は
原
料
の
楮こ

う
ぞ

の
皮
を
た
た
い
て
つ
ぶ

す
作
業
や
流
し
込
み
と
い
う
す
き
方
で
、
ハ
ガ
キ
づ
く

り
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

信
楽
学
園
は
、
社
会
的
自
立
を
図
る
た
め
の
職
業
・

生
活
支
援
を
さ
れ
て
い
る
児
童
福
祉
施
設
で
す
。
学
園

長
の
講
話
や
、
生
産
工
場

方
式
で
、
復
刻
版
汽
車
土

瓶
な
ど
の
製
造
作
業
を
さ

れ
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
学

し
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
皆
さ
ん
は
、

体
験
を
通
し
て
交
流
、
理

解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

▲作品を前にする岡田さん

甲

障

◀
多
く
の
人
が
集
ま
っ
た
設
立
総
会

▲スペイン料理を調理する参加者の皆さん

みんなで菜種を収穫

賀
市
国
際
交
流
協
会
で
は
年
間
5
回
、
小
学
生
の
た
め
の
国
際
理
解
講
座

「
世
界
ま
な
び
じ
ゅ
く
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
5
月
31
日
、
忍
の
里
プ
ラ

ラ
で
今
年
度
の
第
1
回
目
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
学
ん
だ
国
は
ス
ペ
イ
ン
。
ス
ペ
イ
ン
人
の
ゲ
ス
ト
が
、
日
本
人
の
奥
さ

ん
と
2
人
の
子
ど
も
さ
ん
を
連
れ
て
会
場
を
訪
れ

ま
し
た
。
ス
ペ
イ
ン
語
の
あ
い
さ
つ
を
習
い
参
加

者
が
そ
れ
ぞ
れ
行
い
ま
し
た
が
、
ス
ペ
イ
ン
で
は

あ
い
さ
つ
の
時
に
頬
を
合
わ
せ
て
キ
ス
の
音
を
さ

せ
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
ま
た
食
事
は
「
1
日

5
食
」
と
い
う
話
に
み
ん
な
び
っ
く
り
。

　

後
半
は
ス
ペ
イ
ン
料
理
の
ト
ル
テ
ィ
ー
ジ
ャ（
オ

ム
レ
ツ
）と
ガ
ス
パ
ッ
チ
ョ（
野
菜
ス
ー
プ
）を
作
っ

て
試
食
し
ま
し
た
。
特
に
ト
ル
テ
ィ
ー
ジ
ャ
は
簡

単
で
大
好
評
、
楽
し
く
ス
ペ
イ
ン
文
化
を
学
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

年
の
春
、
鮮
や
か
な
黄
色
の
花
が
一
面
に
広
が
っ
た
水
口
町
山
に
あ
る
菜

の
花
畑
。
６
月
に
入
る
と
た
く
さ
ん
の
菜
種
が
で
き
、
同
月
13
日
に
伴
谷

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
、保
護
者
、会
員
の
方
約
１
０
０
人
が
菜
種
採
取
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
畑
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
鹿
深
の
杜
」
の
農
場
で
耕
作
放
棄
田
を
復
旧
さ
せ

た
も
の
。
こ
こ
で
は
環
境
保
護
や
地
産
・
地
消
の
普
及

を
目
的
に
、
毎
年
作
物
を
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

児
童
ら
は
、
協
力
し
刈
り
取
ら
れ
た
菜
の
花
を
集
め
、

約
40
ア
ー
ル
の
菜
の
花
畑
か
ら
５
０
０
キ
ロ
の
菜
種
が

収
穫
で
き
ま
し
た
。
収
穫
さ
れ
た
菜
種
は
、
搾
っ
て
油

を
採
り
、
学
校
給
食
に
提
供
さ
れ
る
予
定
で
す
。　

　

児
童
に
と
っ
て
地
元
の
食
と
環
境
を
知
る
貴
重
な
体

験
と
な
り
ま
し
た
。

▲刈り取られた菜の花を集める児童

今

JR草津線の複線化を
　　　まちづくりとともに
～ JR草津線複線化促進と
　　　　　　　　まちづくり推進協議会～

J
R
草
津
線
は
、
明
治
23
年
２
月
に
草
津
・

柘
植
間
の
全
線
が
開
通
し
、
本
年
度
、
全

線
開
通
1
2
0
周
年
を
、
ま
た
昭
和
55
年
３
月
の

全
線
電
化
か
ら
も
30
周
年
を
迎
え
ま
す
。

　

開
通
以
降
、
沿
線
か
ら
は
、
同
線
の
複
線
化
を

求
め
る
声
が
高
ま
り
、
こ
れ
ま
で
に
複
線
化
に
向

け
た
期
成
同
盟
会
が
設
立
さ
れ
る
な
ど
、
沿
線
住

民
が
地
域
一
丸
と
な
っ
た
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
平
成
16
年
に
は
、
近
畿
地
方
交
通
審

議
会
で
、
草
津
線
の
全
線
複
線
化
を
位
置
づ
け
る

な
ど
の
進
展
も
あ
り
ま
し
た
が
、
社
会
環
境
の
変

化
等
か
ら
、
そ
の
実
現
は
相
当
厳
し
い
状
況
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
市
民
に
よ
る
「
J
R
草
津
線
複

線
化
促
進
と
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
」
が
設
立

さ
れ
、
さ
ら
な
る
取
り
組
み
を
進
め
、
複
線
化
の

早
期
実
現
を
め
ざ
す
た
め
の
活
動
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。

　

滋
賀
県
南
部
の
中
核
都
市
と
し
て
飛
躍
が
期
待

さ
れ
る
当
市
に
と
っ
て
、
J
R
草
津
線
は
公
共
交

通
機
関
の
中
枢
と
し
て
重
要
な
施
設
と
な
り
ま
す
。

　

市
で
も
設
立
さ
れ
た
協
議
会
の
活
動
に
大
き
な

期
待
を
寄
せ
て
お
り
、
同
会
と
市
、
さ
ら
に
は
関

係
機
関
が
連
携
し
な
が
ら
、
複
線
化
の
早
期
実
現

を
と
も
に
め
ざ
し
ま
す
。

　

設
立
総
会
に
は
、
中
嶋
市
長
も
嘉
田
知
事
と
と

も
に
来
賓
と
し
て
出
席
、
あ
い
さ
つ
で
は
、
設
立

の
お
祝
い
と
今
後
の
活
躍
へ
の
期
待
を
話
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

岡お

か

だ田　

勇ゆ

う

さ

く策
さ
ん

（
土
山
町
野
上
野
）

▲紙すき体験をする参加者の皆さん

～ＮＰＯ法人「鹿深の杜」～

28

GENKI na MACHIKADO

2009.7.1 102009.7.111


